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現金をどうするべきか疑問に感じた

2024年7月 日本で新紙幣発行 キャッシュレス決済の普及が世界で進む
日本も最高水準を目指す方針

1. 研究動機



現金

特定の国や地域で通用力を有する通貨における紙幣と硬貨のことで、

日本では、日本銀行券（紙幣）と政府発行の貨幣（硬貨）が該当する

汎用性・一般受容性・支払完了性・匿名性の特性をもつ一方、

保管・輸送のコスト及び紛失・盗難・消失・破損のリスクがある。

キャッシュレス

物理的な通貨媒体を使用せず決済を行うこと。

クレジットカード、デビットカード、小切手、電子マネー(ICカード)、QRコード

などの手段がある。

2. 現金とキャッシュレス
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3.1 各国の状況

〇各国の新紙幣発行状況

〇各国のキャッシュレス決済状況(2022年度)(※1)

3. 現状のまとめ

国名 韓国 中国 豪州 英国 米国 日本 ドイツ

キャッシュレス決済比率(%) 99.0 83.5 75.9 64.2 56.4 39.3 23.9

二国ともに日本よりもキャッシュレス化が進んでいる

※2"2023年のキャッシュレス決済比率を算出しました(2024-03-29)"経済産業省.
https://www.meti.go.jp/press/2023/03/20240329006/20240329006.html (参照 2024-10-03).

※日本のみ2023年度(※2)

※1"2022年の世界主要国におけるキャッシュレス決済比率を算出しました(2024-09-04)".一般社団法人キャッシュレス推進協議会-PAYMENTS JAPAN.
https://paymentsjapan.or.jp/news/2022 (参照 2024-10-03).

英国(ポンド)：2024年6月 エリザベス女王の死去に伴い発行
タイ(バーツ)：2018年3月 タイ新国王即位に伴い発行

キャッシュレス決済比率=キャッシュレス支払手段による年間支払金額÷家計最終消費支出

https://www.meti.go.jp/press/2023/03/20240329006/20240329006.html
https://paymentsjapan.or.jp/news/2022%e5%b9%b4%e3%81%ae%e4%b8%96%e7%95%8c%e4%b8%bb%e8%a6%81%e5%9b%bd%e3%81%ab%e3%81%8a%e3%81%91%e3%82%8b%e3%82%ad%e3%83%a3%e3%83%83%e3%82%b7%e3%83%a5%e3%83%ac%e3%82%b9%e6%b1%ba%e6%b8%88%e6%af%94/
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3.2 日本の現状

3. 現状のまとめ

〇キャッシュレス決済比率：39.3%(2023)

主要各国の中では低く、現金重視型

〇キャッシュレス決済比率が低い要因

①現金の信頼性が高い 現金インフラ設備の充実

②店舗側のデメリット 初期コスト、手数料、資金繰り

③キャッシュレス決済方法の乱立化 レジ業務の煩雑化 

④日本人の消費行動に対する心理的傾向 計画性重視・セキュリティ重視  
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3.2 日本の現状

3. 現状のまとめ

〇キャッシュレス化推進の施策

①キャッシュレス・ポイント還元事業

②店舗側の導入のメリットを定量化・見える化

③コスト構造分析の詳細化やコスト低減に向けた取り組みの検討

④キャッシュレス決済の更なる推進の社会的意義の検証

将来的には世界最高水準(80%)を目指す
(「キャッシュレス・ビジョン」2018年4月策定) としている

→一方で現金をどうするか？

※各国の現状（韓国・ドイツ）について 参考①
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3.3 キャッシュレスのメリット・デメリット

3. 現状のまとめ

〇キャッシュレス決済のデメリット

①セキュリティ問題が付きまとう

②システム障害が起こりうる

③有事・災害時の脆弱性

④高齢者対応

⑤使いすぎへの懸念

〇キャッシュレス決済のメリット

①社会的なコストの削減

②スピーディーな決済

③業務の効率化
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3.4 現金のメリット・デメリット

3. 現状のまとめ

〇現金決済のデメリット

①会計時に
時間の手間やロスが生まれる

②手持ち以上の金額を
使うことができない

③落としたら戻ってこない

④ポイントが付与されない

決済手段は国ごとの背景・価値観を考慮する必要

〇現金決済のメリット

①自然災害時に
「オフライン」で
使うことができる

②どのサーバーにも
記録されないため、
取引当事者の匿名性が
維持される

※その他現金決済の必要について 参考②



4. 先行研究① 

10

①Oz SHY (2023)

「Cash Is Alive: How Economists Explain Holding and Use of Cash」

ー『Journal of Economic Literature』 Vol.61 No.4 pp.1465-1520.

「有形の紙幣や硬貨などの形としての現金の消失について述べていた
これまでの予測はすべて誤りであるか時期尚早である」

⇒現金を維持すべきだという主張の論文

10



4. 先行研究①
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・現金の取引需要は、フランスやドイツ、アメリカと比較して、
中国やノルウェー、スウェーデンなどで大幅に減少している

・中国やノルウェー、スウェーデンなどの政府は
早すぎるキャッシュレスの拡大に困惑している

・アメリカでは、現金利用が根強く残り続けており、
キャッシュレスの利用を禁止し始めた州や市もある

・現金需要は減少傾向にあるが、現金の利用は発展途上国、
先進国のどちらにおいても高まり続けている



4. 先行研究① 
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4.1.2より、決済手段は以下の10要素により決定されると述べられた
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4. 先行研究① 
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また、同様に4.1.2において、
支払額や消費者の特性により
左の樹形図が示されている



4. 先行研究②,③
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さらに、日本について言及された以下の2点を取り上げる

②尾室拓史(2023)

「キャッシュレス決済利用に伴う支払傾向の変化

－セルフコントロール能力およびキャッシュレス決済利用経験が

キャッシュレス決済利用時の支払意思額に与える影響ー」

ー『日本家政学会誌』 Vol.74 No.8 pp.468-477 (2023)

③西本章宏、勝又壮太郎(2023)

『消費者のメンタルアカウンティングにおける心理的所有感の価値拡大効果

ー決済手段が選択可能な状況下でのWTPとWTAの測定と分析ー』

ー『マーケティングジャーナル』 Vol.43 No.1 (2023), pp.53-65

※各詳細について 参照③



4. 先行研究
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この2つの研究により、以下の3点などが立証された

①クレジットカードの利用経験者ほど、 現金利用時に比べて

クレジットカード利用時の支払意思額が大きいこと

②決済手段に形成される心理的所有感が、損失回避バイアスを生み出すこと

③損失回避バイアスにより、消費者は心理的所有感の低い決済手段を選び

選んだ支払い手段でのWTP(支払意思額）は高くなること

以上より、先行研究①に示されていた決済手段に影響を与えうる10要素は、

②,③の研究を考慮した上でも、その有意性が確認できた

15



4. 先行研究
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以上3つの研究から、

各消費者単位でのミクロ的分析の結果、

決済手段は消費者の特性に大きく依存しており、

また、日本もその例外でないことが示されている

そこで、その結果を参照し、国単位でマクロ的分析を行い、

日本の今後の決済手段について提言をする

16



先行研究より、私たちも現金を維持するべきだと考えた

その中で日本がキャッシュレス化が進んでいない理由として以下を考えた

①地震などの自然災害が多く、キャッシュレスを使えない可能性がある

②日本は他国に比べて行動が堅実的（民間債務残高対GDP比）で、

使い過ぎへの懸念がある人が多い

③少子高齢化が進んでおり、デジタルに弱い高齢者が多い

また先行研究から以下の要素も関連があるのではないかと考えた

④教育水準（大卒人口比率に代替）

5. 仮説
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そのため、実証分析によりそれぞれのデータがどのように

キャッシュレス決済比率に影響を及ぼしているのかを調べることとした

1. キャッシュレス決済比率と高齢者人口比率・

  民間債務残高対GDP比・大卒人口を重回帰分析

キャッシュレス決済比率と高齢者 ：負の相関

キャッシュレス決済比率と民間債務：負の相関

キャッシュレス決済比率と大卒人口：正の相関

     があると考えた

5. 仮説
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※地震のみデータ数が少ないため単回帰分析で分析した



6. 実証分析 重回帰分析

重回帰分析(ダミー変数を用いる)

19

2015-2022年の間のキャッシュレス決済比率と、
3つの説明変数のデータとダミー変数を用いて重回帰分析を行った



6. 実証分析 被説明変数

キャッシュレス決済比率

〇9か国のキャッシュレス決済比率

一般社団法人キャッシュレス推進協議会によるキャッシュレスロードマップを基に、
2015~2022年のキャッシュレス決済比率を国別に集計

20



6. 実証分析 説明変数

高齢者割合

〇9か国の高齢者割合

世界銀行の人口統計データの65歳以上人口比率
(https://www.globalnote.jp/post-3770.html )を基に、
2015~2022年の高齢者割合を国別に集計
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https://www.globalnote.jp/post-3770.html


6. 実証分析 説明変数

民間債務残高対GDP比率

〇9か国の民間債務残高対GDP比率

世界銀行の人口統計データの民間債務残高GDP比
(https://www.globalnote.jp/post-3770.html )を基に、
2015~2022年の高齢者割合を国別に集計

22

https://www.globalnote.jp/post-3770.html


6. 実証分析 説明変数

大卒人口比率

〇9か国の大卒人口比率

世界銀行の人口統計データの大卒人口比率(25-64歳)
(https://www.globalnote.jp/post-3770.html )を基に、
2015~2022年の大卒人口比率を国別に集計

23

https://www.globalnote.jp/post-3770.html


6. 実証分析 重回帰分析
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重回帰分析(ダミー変数を用いる)

係数 標準誤差 P-値

切片 81.49634 15.65022 2.38E-06

民間債務残高対
GDP比(家計部門)

0.006108 0.123791 0.960809

高齢者割合 -3.853344 0.523433 5.53E-10

大卒人口比率 -3.97246 0.25048 5.87E-05

補正R2 0.690131

〇高齢者割合、大卒人口比率とキャッシュレス決済比率には負の相関があり、
係数の絶対値も大きい

〇民間債務残高対GDP比(家計部門)はP-値が0.05を上回るため関係性はないといえる
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7. 考察

〇高齢者に関しては有意な結果が得られ、負の相関が見られた

• 高齢者は、新しいものへの抵抗感が強く、

  キャッシュレス決済を日常生活に取り入れてないのではないか

• 高齢者は、昔から現金を使用してきたため、

  現金へのこだわりが根強くあるのではないか

• デジタルに不慣れな点や詐欺やトラブルへの不安から

  今まで通りの決済手段を使っているのではないか
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7. 考察

〇大卒比率も有意な結果が得られ、正の相関が見られた

• 高等教育を受けている者は、一般的に教育を受けているため、

テクノロジーやデジタルツールへの理解が深い傾向があり、

   キャッシュレス決済を受容しやすいのではないか

• 大卒者は、一般的に高い所得水準を持つことが多い

   高所得者は消費活動において便利さや効率性を求める

   傾向が強く、キャッシュレス決済を積極的に

   利用するのではないか
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7. 考察

〇民間債務比率に関しては、有意な結果が得られなかった

• キャッシュレス決済は「支払い手段」であり、

  借金との直接的な関係はないと考えられる

• 民間債務残高に与える影響はキャッシュレス決済による

  借金よりも住宅ローンなどの方が大きいと考えられる



7. 考察
災害の多さとキャッシュレス決済率

〇10か国の地震発生回数

2015~2019年の間に発生したM5.0以上の地震の回数を国別に集計
日本の国土面積当たりの数値を算出し、分析を行った 

※ 「宇津 (2004. 改定・更新版：
http://iisee.kenken.go.jp/utsu/index.html)」

28

http://iisee.kenken.go.jp/utsu/


7. 考察
災害の多さとキャッシュレス決済比率

地震発生回数とキャッシュレス決済比率の関係

〇地震発生回数が高い国ほどキャッシュレス決済比率が低くなる傾向

□各国の地震発生回数は、キャッシュレス決済比率と負の相関がある
しかし、R2乗の値が小さく回帰式の精度は低い

回帰式 y=-5.03723x＋55.08801

重決定R2 0.168776

有意F 0.00302

P値 0.00302

t値 -3.123
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8. まとめ

〇日本およびキャッシュレス決済の課題

・少子高齢化が進行中

実証分析からもデータが得られた

・南海トラフ地震などの地震や災害の多さ

キャッシュレスが使えなくなる可能性

・セキュリティ面への不安

決済時に第三者を仲介する、QRコードを利用した詐欺

上記2つは対策が難しく、今後も直面する課題であるため、

現金決済を続けた方がよいと考える
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８．まとめ

• 高齢者や教育の係数が徐々に小さくなっている

どの国も年を経るにつれてキャッシュレス決済比率が

   上昇していることもあり、年代別割合や教育水準の影響は

徐々に弱くなってきているのではないか

・年度ごとの重回帰分析
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8. まとめ

〇今後の展望

• ますますキャッシュレス化が進み、

  高齢者等にも利用されていく可能性が高い

→地震など災害への対策は難しいと思われるため、

完全キャッシュレス化ではなく現金決済を維持すべきだが、

キャッシュレス化の一層の促進には賛成である
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キャッシュレス決済派・韓国の現状

参考① 現状のまとめ

〇キャッシュレス決済比率：99.0%(2022)

政府主導により速いペースで進む

〇浸透している要因

①住民登録番号がクレジットカード

②クレジットカード会社各社の競争 ポイントなどの特典

③モバイル決済の普及

「Samsung Pay」(80%)、「Never Pay」、「Kakao Pay」など

④心理的傾向    ・預金よりも投資
・北朝鮮リスク→外貨や金で資産運用

 



40

キャッシュレス決済派・韓国の現状

〇キャッシュレス関連の動向

◆韓国政府はクレジットカードの利用を推進

アジア通貨危機(1997年)が契機

・所得控除政策：年間クレジットカード利用額の20%を所得控除

・クレジットカード利用で宝くじの参加券付与

・店舗にクレジットカード取扱いを義務化

◆韓国銀行による施策

・「汎国民コイン交換運動」2008年以降毎年5月実施

・「コインレスプログラム(釣り銭の電子化)」2017年開始

参考① 現状のまとめ
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現金決済派・ドイツの現状

参考① 現状のまとめ

〇キャッシュレス決済比率：23.9%(2022)

フィンテックの集積によりゆっくり進む 現金重視の考えが根強い

〇現金決済が重視される要因

①現金利用をベースとしたシステム

②借金を忌避する道徳観 ドイツ語で「借金」と「罪」は同じ単語

③慣習・文化 チップは現金という考えが根強い

④心理的傾向 ・歴史的経験による「ドイツ人の不安」…新しいものに対する不安感
  ・現金の「匿名性」、「自己コントロール性」を重視
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現金決済派・ドイツの現状

参考① 現状のまとめ

〇キャッシュレス関連の動向

・第二次決済サービス指令(PSD2)

・堅調な電子商取引の成長 → クレジットカード利用増

・ユーロ圏の銀行口座間の即時決済システム「TIPS」2018年開始

・支払いオプションの多様化

※但し、BtoC 対面決済は現金とデビットカードが主流である
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参考② 現金決済の必要性

キャッシュレスのデメリット①システム障害

2019年10月2日 「楽天ペイ」 店舗での支払い時に同じ商品・金額が複数回決済される

2019年10月3日 「QUICpay」 牛丼チェーン「すき家」において二重決済が発生

2022年11月1日 クレジットカードや
電子マネーなど

約8600局の郵便局(全国の約4割)で
キャッシュレス決済ができなくなる(NTTデータ提供システム)

2023年11月11日 JCBはじめ
複数のブランドの
クレジットカード

全国的にカード決済ができなくなる
←日本の二大カード決済ネットワークの１つ
「CARDNET」でのシステム障害が原因

2024年5月10日 「モバイルSuica」
「モバイルPASMO」

アプリで障害が発生し、駅で混乱が生じた

2024年5月15日 「PayPay」 アプリが利用できなくなり、ランチタイムの支払いに影響が出た
→独自のオフライン決済を強化
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参考② 現金決済の必要性

キャッシュレスのデメリット②災害時の脆弱性

2018年 北海道胆振東部地震 (日本初のブラックアウト発生)

スウェーデンでキャッシュレス決済機能不全に備え現金を保有するよう
告知されるなど諸外国にも影響を与えた

災害時対策について

・クレジットカード 災害時の取引継続について検討中
・ICチップ搭載カード オフライン対応決済端末の展開・普及について検討中
・バーコード/QRコード決済 CPM方式  POSレジ稼働のための非常用電源の確保

MPM方式 携帯電話の回線が復旧すれば利用可能
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参考② 現金決済の必要性

スウェーデン中央銀行
現金を廃止しないと明言

デンマーク中央銀行
現金廃止の予定はなし

北欧諸国

・理由：80代後半以上の世代を中心に現金を使用するシニア層が一定数存在
 ・各銀行の対応は「業務の効率化」と「顧客を手厚くサポート」で二極化

 Arbejderens Landsbank(デンマーク)：対面の店舗を閉鎖せず
 デジタルへの親和性が低く、かつ大口顧客である高齢者との対話に注力

中国
・60歳以上のモバイルインターネット利用率は20% ※中国IT企業大手騰訊調べ

ノルウェー中央銀行
現金を廃止しないと明言

キャッシュレスのデメリット③高齢者対応
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参考② 現金決済の必要性

キャッシュレスのデメリット④使いすぎへの懸念

〇韓国で「カード破産」が急増
1997年IMF管理に陥り、政府は税優遇措置で個人消費の拡大を推進
(クレジットカードによる消費を所得控除)
⇒クレジットカードが広く普及しキャッシュレス国家に/借金延滞率が急上昇

〇アメリカでBNPLの負債が急増
2023年後半個人消費が景気を押し上げた要因は、金利の高いクレジットカードに代わり、
後払い決済(Buy Now, Pay Later : BNPL)利用が増加したためとみられる

〇「お金に関する生活者意識調査」2019年11月博報堂生活総合研究所調べ

キャッシュレス社会に反対の理由 ①お金の感覚が麻痺しそうだから
    ②浪費しそうだから

現金で支払う方がお金の使い過ぎを防げる そう思う 69.1%



①尾室拓史(2023)

「キャッシュレス決済利用に伴う支払傾向の変化

－セルフコントロール能力およびキャッシュレス決済利用経験が

キャッシュレス決済利用時の支払意思額に与える影響ー」

ー『日本家政学会誌』 Vol.74 No.8 pp.468-477 (2023)。

 

仮説：

①セルフコントロール能力が低い人ほど、現金利用時に比べて

クレジットカード・デビットカード利用時の支払意思額が大きい

②クレジットカード(デビットカード)の利用経験者ほど、 現金利用時に比べて

クレジットカード(デビットカード)利用時の支払意思額が大きい

参考③ 先行研究
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検証：

Surveroidアンケートモニターを利用し日本在住の20代から50代を対象に、

セルフコントロールに対する自己評価及び4商品に対する支払意思額に関する調査を実施

対象者には、支払いに当たり ①現金 ②クレジットカード ③デビットカード の

いずれかの条件を付した上で回答を求めた

回帰分析(トービットモデル)
被説明変数：4商品に対する支払意思額
説明変数 ：下表参照(交差項を含む)

参考③ 先行研究
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結果：

・セルフコントロール能力とキャッシュレス決済利用時の支払意思額との

関係はみられなかった

⇒仮説①

「セルフコントロール能力が低い人ほど、現金利用時に比べて

クレジットカード・デビットカード利用時の支払意思額が大きい」立証ならず

・キャッシュレス利用経験がポイント利用等の特典がなくとも支払意思額を増加させる

⇒仮説②

「クレジットカード(デビットカード)の利用経験者ほど、 現金利用時に比べて

クレジットカード(デビットカード)利用時の支払意思額が大きい」立証

生活者がキャッシュレス決済に伴う自身の行動特性を把握することが必要

参考③ 先行研究



②西本章宏、勝又壮太郎(2023)

『消費者のメンタルアカウンティングにおける心理的所有感の価値拡大効果

ー決済手段が選択可能な状況下でのWTPとWTAの測定と分析ー』

ー『マーケティングジャーナル』 Vol.43 No.1 (2023), pp.53-65

   

仮説：

①決済手段に形成される心理的所有感が、損失回避バイアスを生み出す

②損失回避バイアスにより、消費者は心理的所有感の低い決済手段を選び

選んだ支払手段でのWTP(支払意思額)は高くなる

参考③ 先行研究
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検証：

対象者2,819人(WTP測定では2,700人を分析)

準備段階として両決済手段の心理的所有感について3項目・7点尺度で調査を実施

別途仮想シナリオにより、現金・スマホ共に同額10,000円保有の前提で

相場5,000円の品を購入する場合の ①決済手段の選択とWTP(支払意思額)

②①での選択を不可として、もう一方の手段でのWTP の2段階で回答を求めた

媒介分析(分析方法：BK法)

  説明変数：心理的所有感              POsp-POcash

   目的変数：WTA             log(WTPsp/WTPcash)

媒介変数：選択された支払い手段 (cash=1~sp=10)/10

4. 先行研究
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結果：

・現金決済はスマホ決済よりも、消費者の心理的所有感が高い

・現金決済よりもスマホ決済を選択する参加者が多い

⇓

スマホ決済を選択する消費者の多くは、現金決済に対する心理的所有感が高く、

スマホ決済による購入の方が相対的に損失を回避できると知覚している

仮説①

「決済手段に形成される心理的所有感が、損失回避バイアスを生み出す」立証

参考③ 先行研究
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結果：

参考③ 先行研究

・相対的に心理的所有感が低い決済手段が選択されやすい
・①で選択された決済手段による支払いの方がWTPは高くなる

仮説②
「損失回避バイアスにより、消費者は心理的所有感の低い決済手段を選び

選んだ支払い手段でのWTP(支払意思額)は高くなる」立証
※ただし対象の操作可能性や技術受容性などの特性の考慮が不十分
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